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報告内容

1. 拠点基本情報
 拠点の研究目的、科研費等獲得実績

2. これまでの研究活動・成果：データベース
 現在の研究認定期間（2024年4月~2027年3月）中の活動と成果

3. これまでの研究活動・成果：国際共同研究
 現在の研究認定期間（2024年4月~2027年3月）中の活動と成果

4. まとめ
 今後の目標と課題
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【拠点メンバー（国社）】

・ 佐藤清隆（教授・拠点長）

・ 相馬直子（教授・副拠点長）

・ Craig Parsons（教授）

・ Nagendra Shrestha（教授）

【研究目的】

(1) アジア経済社会統計デー
タベースを独自に構築す
る。

(2) 国際共同研究を推進し、
その研究成果（シンポジ
ウム開催等）を公表する。

(3) 国内外で研究成果を発
表する。特に査読付き国
際ジャーナルに研究成果
を発表する。
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1a. 拠点基本情報

認定期間：
2024.4.1~2027.3.31



2012-2014 基盤研究(B)
東アジアにおける介護と育児のダブルケア負担に関する
ケアレジーム比較分析

2019-2022 基盤研究(B)
日本企業の為替変動への耐久力：国際価値連鎖の中で
の為替リスク管理と価格設定行動

2017-2020 基盤研究(B)特設分野研究
アジア統合下の競争、成長、環境の経済分析：グローバ
ル産業連関表の応用と拡張

2016-2018 基盤研究(B)
国際価値連鎖に基づく最適為替レートの研究：経済ショッ
クと為替変動へのレジリエンス

2012-2014 基盤研究(B)
経済ショックの波及と為替レート制度の選択：新しい国際
産業連関表に基づく実証研究

2009-2011 基盤研究(B)
東アジア諸国の均衡為替レートの推計と域内通貨システ
ムの制度設計

1b. 科研費等獲得実績 (2011年以降)
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【佐藤：拠点長】

2016-2017 挑戦的萌芽研究
為替レートのパススルーの産業連関分析

【相馬：副拠点長】

2020-2022 基盤研究(B)
ケアをめぐる負の世代間連鎖：ジェンダー・世代・障がい
の包摂的権利保障へ向けて

2009-2011 基盤研究(B)
東アジア地域連携におけるケアレジームの比較ジェン
ダー分析：社会的ケアの現代的諸相

2016-2018 基盤研究(B)
ダブルケア責任の世代間ジェンダー比較分析：自治型・
包摂型の地域ケアシステム構想

2020-2022 挑戦的研究 (萌芽)
子育て支援労働の社会経済的評価に関する量的・質的
把握の方法論開発

※2015-2016 トヨタ財団国際助成
ダブルケアラー支援への提言：日本・韓国ＰＪ

（研究面の統括）

2023-2026 基盤研究(B)
国際価値連鎖下の為替パススルーと企業の通貨戦略：
為替変動の国際的波及の実証研究

2023-2025 挑戦的研究 (萌芽)
経済ショックの国際的波及と貿易建値通貨選択：
現地法人データと国際産業連関表の統合

2023-2025 挑戦的研究 (萌芽)
アフターコロナ時代における労働・休暇・ケア・社会政策
の相互連関に関する総合的研究

2023-2028 国際共同研究加速基金(海外連携
研究)  持続可能なケア社会圏・経済圏の構想：カナダと
日本の共同研究
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2a. 独自データベース構築 (担当：佐藤)
実質国際産業連関表データベース (YNU-GIO Table)
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産業別実質実効為替レートデータベース
(Industry-Specific Real Effective Exchange Rate)

2b. 独自データベース構築 (担当：佐藤)
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2c. 世界水準のデータベース構築

(1) Real YNU-GIO Table (実質国際産業連関表)

産業別生産者物価指数で実質化した、
世界初の「実質国際産業連関表」

＜目標・計画＞⇒内生国の増加によるデータベース
のさらなる強化・改善を図る。⇒同データを活用した研究論文を国
際ジャーナルに掲載。

(2) 産業別実質実効為替レート
経済産業研究所 (RIETI) と本拠点（経済学部附属アジア経済
社会研究センター）との共同研究の成果⇒世界で唯一の「産業別実質実効為替レート」データベース⇒ RIETIのウェブサイトで公表（毎日更新）

＜目標・計画＞⇒ 「グローバル・バリューチェーン（国際価値連鎖）」を考慮した、

新しい「産業別実質実効為替レート」データベースの構築と公
表を実現する。
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Source: https://power-point-design.com

Edith Cowan University 
(ECU)

YNU
中国社会
科学院

経済産業研究所
(RIETI)

Aix-Marseille University 
& Sciences Po-Aix

Paris School of Business

3a. 国際共同研究（2024年4月~2027年3月：佐藤）
2024年4月以降の国際共同研究（3年間の計画）

RIETI-IWEP-CESSA International Workshop⇒経済産業研究所（RIETI）、中国社会科学院・世界
経済研究所（IWEP）、横浜国立大学経済学部附属ア
ジア経済社会研究センター（CESSA）の共催で、2012
年から毎年冬に、中国と日本で交互に開催。⇒ 2025年10月12日に北京でワークショップ開催。

French-Japanese Webinar in Economics (FJWE)⇒ 2022年10月21日より、日仏Webinarを開催。⇒毎月1回、日本とフランスの研究者が1名ずつオンラ
インで研究発表を行う。⇒ Sciences Po Aix / AMSE のProf. Gilles Dufrénot と
佐藤（拠点長）による共同開催。

⇒ 2つの国際ジャーナルのSpecial Issue Conference (日仏共催)

Edith Cowan University (ECU) との共同研究を計画中⇒ ECUのProf. Zhaoyong Zhang と佐藤（拠点長）による
共同研究を再開予定。
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3b. 国際共同研究（2024年4月~2027年3月：佐藤）
2024年4月以降の国際共同研究

Co-organized by Gilles Dufrénot and 
Kiyotaka Sato 
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3c. 国際共同研究（2024年4月~2027年3月：佐藤）

IF: 1.7

CiteScore: 
5.7

2024年9月20～21日開催（Sciences Po Aix, Aix-en-Provence, France）



＜第2回 日仏コンファレンス＞

（2026年2月28日・3月1日開催）

（開催地：龍谷大学・京都）

<Organizers>
• Gilles Dufrénot (Aix-Marseille 

University / Sciences Po Aix)

• 佐藤清隆（教授・拠点長）

• 松木隆（龍谷大学）

• 杉本喜美子（甲南大学）

• 国際ジャーナルのSpecial Issue 
Conference として開催。

• 現在、複数のジャーナルと交渉
中（1件確定）。
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3d. 国際共同研究（2024年4月~2027年3月：佐藤）
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4. まとめ

• 本研究拠点の特徴と成果
– 独自データベースの構築

• RIETIとの共同研究による「産業別実質実効為替レート」は世界的に例のない独自Database。

– 国際的な研究連携の構築
• アジア、欧州、北米、豪の大学・研究機関との連携・国際共同研究の推進。

– 国際的な研究成果（国際ジャーナル特集号の出版）
• 佐藤（拠点長）、相馬（副拠点長）によるSpecial Issueの継続的な発表（社会系では顕著な成果）。

– 日本国内の政策課題への提言
• 佐藤は「為替レート、企業の通貨戦略」、相馬は「ダブルケア研究」の第一人者として、メディア等

での積極的な発言、中央省庁審議会への参加、政策提言。

• 今後の目標と課題
– 国際的な研究連携を一段と推進・強化する。

– 研究成果の発信を強化。
• 政策的な発信、学術的な研究成果をさらに増やす。

– 独自データベースの一段の拡張。

– 若手メンバーの参加。 Master Title ― 14


